
三和地区社会福祉協議会だより 2024年03月01日 第31号(1面） 

 さ わかぜ  
発行責任者：三和地区社会福祉協議会 

                         会         長 福 田  隆 一 

編集責任者：広報部長  川 上  保 

事    務    局 ：三和保健福祉センター内 

                        （サンハート内） 

電             話：０４３６－３７－７１００ 

高
校
生
か
ら
中
学
生
へ
と
つ
な
ぐ
 

 
今
回
は
、
市
原
高
校
福
祉

部
の
二
年
生
（
十
四
名
）
が
指

導
役
を
担
い
、
双
葉
中
の
二

年
生
（
総
勢
八
十
五
名
）
を
対

象
に
、
昔
の
遊
び
五
種
（
コ
マ
 

・
け
ん
玉
・
羽
子
板
・
竹
と

ん
ぼ
・
お
は
じ
き
）
の
遊
び

方
を
指
導
。
地
区
社
協
も
補
 

ふ
れ
あ
い
を
よ
り
豊
か
に
 

 
去
る
十
一
月
二
十
六
日
、

地
区
社
協
・
安
心
安
全
部
で

は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
と
そ
の
仕
組
み
を
学
ぶ
研

修
を
、
三
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
 

 
災
害
が
発
生
し
た
際
、
地

域
に
於
け
る
対
応
の
在
り
方
 

 
川
在
町
会
で
は
、
二
○
一

九
年
ま
で
、
他
の
地
域
や
町

会
と
同
様
に
「
通
い
の
場
」
が
 

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 
と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
 

の
拡
大
に
伴
い
、
こ
う
し
た

取
組
み
に
休
止
符
が
打
た
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
以
降
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
が
、
顔
を
合
わ
せ
て

語
ら
う
機
会
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
 

 
住
民
の
方
々
か
ら
は
、
こ
 

 
で
も
、
そ
れ
が
あ
る
時
を

期
に
、
自
然
発
生
的
に
会
話

の
場
が
持
た
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
 

 
そ
の
切
っ
掛
け
に
な
っ
た

の
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
導
入
さ
れ
た
移
動
 

の
で
す
。
会
の
名
称
は
「
う
ぐ

い
す
サ
ロ
ン
」
（
お
母
さ
ん
達

の
発
案
で
す
。
）
 

 
会
場
は
、
川
在
農
村
協
同

館
。
毎
月
第
三
水
曜
日
、
十
二

時
か
ら
の
開
催
で
す
。
 

 
子
供
達
も
来
て
く
れ
る
の

で
、
会
の
幅
も
広
が
り
が
期

待
で
き
ま
す
。
 

う
し
た
取
組
み
が
無
く
な
っ

て
し
ま
い
、
本
当
に
淋
し
い

ね
。
と
言
っ
た
声
が
聞
こ
え

て
い
ま
し
た
。
 

販
売
車
の
取
組
み
で
す
。
 

 
こ
の
移
動
販
売
を
利
用
す

る
方
々
が
、
買
い
物
に
集
ま

る
と
、
挨
拶
か
ら
始
ま
る
お

互
い
の
会
話
が
、
ご
く
自
然

に
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
 

 
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
立
ち
話

か
ら
、
い
つ
し
か
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
の
会
話
の
場
へ
と
 

広
が
り
を
見
せ
て
い
た
の
で
 

す
。
 

 
そ
ん
な
時
、
共
生
型
サ
ロ

ン
の
制
度
（
市
社
協
・
地
区

社
協
の
助
成
）
に
思
い
当
た

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
制
度

を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ

ん
是
非
取
り
組
み
た
い
と
の
 

こ
と
で
し
た
の
で
、
会
の
名

称
募
集
や
会
員
登
録
の
展
開

へ
と
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
を
順

調
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
 

市社協 

ホーム 

ページ 

ＱＲコード 

川
在
町
会
/
地
区
行
動
計
画
に
沿
っ
た
新
た
な
サ
ロ
ン
活
動
を
ス
タ
ー
ト
 

 
養
老
地
区
・
川
在
町
会
で
は
、
二
月
二
十
一
日
、
第
一
回
 

と
な
る
共
生
型
サ
ロ
ン(

愛
称
・
う
ぐ
い
す
サ
ロ
ン
）
を
開
 

催
し
、
以
降
、
毎
月
第
三
水
曜
開
催
の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
 

さ
せ
ま
し
た
。
今
回
、
同
会
の
取
り
ま
と
め
役
で
あ
る
岡
さ
 

ん
に
、
開
催
に
至
る
経
緯
を
お
伺
い
致
し
ま
し
た
。
 

会
話
の
機
会
生
む
 

偶
然
が
必
然
的
に
 

川在町会民生委員兼社協役員 

岡 奈美 さん 

や
、
復
旧
・
復
興
へ
向
け
た
、

こ
れ
ま
で
の
対
応
事
例
が
紹

介
さ
れ
る
中
、
参
加
者
各
位

も
、
地
域
と
し
て
の
備
え
の

必
要
性
に
思
い
を
馳
せ
る
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
安

心
・
安
全
を
考
え
る
機
会
の

提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

県
福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

災
害
備
え
学
ぶ
機
会
に
 

地
区
社
協
・
安
心
安
全
部
 

を担って頂いた市原高校の皆さん14名 

写真上； 指導役 

双葉中生徒の 皆さん 

 
本
年
一
月
十
五
日
、
双
葉
中
学
校
に
於
い
て
、
昔
遊
び
を

伝
承
す
る
取
組
み
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
は
、
県
社
協
・
県
教
育
庁
の
指
導
指
針
に
基
づ
く

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
若
い
方
々
に

も
地
域
社
会
に
於
け
る
福
祉
活
動
へ
の
理
解
と
、
参
加
の

機
会
を
広
げ
る
目
的
の
下
、
高
校
生
が
中
学
生
の
指
導
役

を
務
め
、
互
い
の
交
流
を
は
か
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

助
役
を
務
め
ま
し
た
。
 

 
高
校
生
た
ち
は
、
昨
年
九

月
に
地
区
社
協
の
指
導
を
受

け
、
各
種
目
と
も
体
験
済
み
。
 

 
今
回
は
教
え
る
立
場
で
臨

ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

指
導
振
り
は
、
種
目
 
ご
と
 

に
、
開
始
時
の
相
互
紹
介
や

協
議
後
の
質
問
・
意
見
交
換

な
ど
、
初
対
面
同
志
が
打
ち

解
け
あ
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。
 

 
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中

学
生
か
ら
は
、
競
技
に
つ
い

て
の
み
な
ら
ず
、
高
校
生
活

で
の
関
心
事
（
時
間
割
や
部

活
動
・
コ
ロ
ナ
規
制
の
有
無

な
ど
）
へ
も
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
交
流
目
的
で
あ
る
、
ふ

れ
あ
い
の
場
が
芽
生
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
 Ｇｒ 

競技前のＧｒミーティング 

結構上手な生徒さんもいましたよ！ 

羽根を打つ軽快な音と飛んでくるスピードは圧巻です！ 

２３年度・安心安全部研修 「災害ボランティア活動の実情を学ぶ」 

＜ 第一回 うぐいすサロンに参加を頂いた22名の皆さんたち ＞ 

＜ 移動販売への集まりがきっかけに＞ 
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回 顧 録 

シリーズ ① 

㎞
ほ
ど
を
徒
歩
で
通
っ
た
。

同
級
生
は
九
人
し
か
い
な

い
。
中
学
生
に
な
り
学
区

が
拡
が
っ
て
も
、
私
の
同

級
生
は
十
五
人
。
部
活
動

も
野
球
部
と
バ
レ
ー
部
し

か
な
く
、
男
子
は
野
球
部

女
子
は
バ
レ
ー
部
の
二
択

し
か
な
か
っ
た
。
 

 
そ
ん
な
わ
け
で
部
活
は

野
球
に
打
ち
込
ん
だ
が
、

中
学
後
半
に
は
人
生
初
の

選
択
が
迫
っ
て
き
た
。
 

 
私
は
、
卒
業
後
の
道
と

し
て
、
高
校
進
学
を
考
え

て
い
た
。
 

 
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
だ
っ

た
と
思
う
。
叔
父
か
ら
聞

い
た
話
が
、
私
の
進
路
選

択
ば
か
り
か
、
そ
の
後
の

人
生
を
も
決
す
る
こ
と
に

な
る
。
 

 
そ
の
叔
父
は
大
学
卒
業
 

の
後
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
、

退
官
ま
で
勤
め
上
げ
た
人

だ
っ
た
。
 

 
叔
父
の
話
に
よ
る
と
、

自
衛
隊
に
は
「
少
年
工
科

学
校
が
あ
り
、
給
与
を
受

け
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
出

来
る
。
」
と
の
事
だ
っ
た
。
 

 
こ
の
「
学
び
な
が
ら
給

与
が
支
給
さ
れ
る
」
と
の

言
葉
が
、
私
の
判
断
に
大

き
く
影
響
し
た
。
決
し
て

裕
福
と
は
言
え
な
い
家
庭

事
情
を
考
え
る
な
ら
ば
、
 

こ
れ
以
上
、
両
親
に
は
負

担
を
掛
け
た
く
な
い
と
の

思
い
も
働
い
た
。
 

 
だ
が
、
当
時
の
世
情
は

似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
 

目
指
す
工
科
学
校
へ
の
入

試
は
、
高
校
受
験
同
様
の

関
門
だ
っ
た
。
 

 
 
 
【
次
号
へ
と
続
く
】
 

家族ルーツ辿ると 
北海道開拓民(屯田兵)？ 

海上小学校区 

小域福祉NW 

地
域
福
祉
の
幅
を
広
げ
る
 

買
い
物
ツ
ア
ー
実
践
に
動
く
 

 
私
は
昭
和
三
十
二
年
六

月
、
北
海
道
富
良
野
の
地

に
生
を
受
け
た
。
 

 
当
時
の
家
族
は
曾
祖
母

を
筆
頭
に
、
祖
父
母
、
両
親

子
供
四
人
の
大
家
族
だ
っ

た
。
末
っ
子
だ
っ
た
私
は

自
由
奔
放
（
放
任
？
）
な
幼

少
期
を
過
ご
し
た
。
 

 
家
族
は
農
業
を
営
ん
で

い
た
が
、
現
在
の
よ
う
な

機
械
化
さ
れ
た
農
業
と
は

全
く
異
な
り
、
農
耕
馬
に
 

頼
る
耕
作
法
だ
っ
た
。
 

 
家
族
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
 

と
、
も
と
か
ら
の
道
民
で

は
な
く
、
明
治
の
頃
に
東

北
か
ら
の
開
拓
民
（
屯
田

兵
）
と
し
て
、
当
初
、
旭
川

地
方
に
入
植
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
だ
が
、
同
地
は
、

取
り
分
け
極
寒
の
地
で

あ
っ
た
事
に
加
え
、
傾
斜

地
が
多
く
、
農
耕
に
は
不

向
き
な
土
地
柄
と
判
断
さ

れ
、
後
に
富
良
野
へ
移
り

住
ん
だ
よ
う
だ
。
 

 
小
学
校
へ
は
、
一
・
五
 

 
三
和
地
区
に
於
け
る
こ
の

買
い
物
ツ
ア
ー
の
取
組
み
は
、
 

光
風
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

 
地
区
内
（
市
西
・
養
老
・

海
上
・
光
風
台
）
で
組
織
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
連
絡

会
で
の
情
報
交
換
に
基
づ
き
、

条
件
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

順
次
拡
大
し
て
い
こ
う
と
の
 

方
向
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
 

 
ま
た
、
こ
の
既
定
路
線
は

二
十
三
年
度
の
地
区
社
協
行
 

元
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
 

整
備
・
操
縦
教
官
 
八
巻
 
正
時
 

 
回
顧
録
第
六
弾
で
は
、
新
巻
町
会
に
お
住
い
の
 

八
巻
正
時
さ
ん
に
ご
登
場
願
い
、
四
回
に
分
け
て
 

そ
の
半
生
を
振
り
帰
っ
て
頂
き
ま
す
。
 

動
計
画
に
も
掲
げ
ら
れ
、
三

和
地
区
全
体
で
の
取
組
み
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 
昨
年
十
月
に
な
る
と
、
市

西
地
区
で
も
ツ
ア
ー
の
取
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、

三
町
会
か
ら
の
四
人
の
参
加

者
を
対
象
に
継
続
的
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
 

 
当
海
上
地
区
で
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
町
会
長
・
民
生

委
員
会
議
、
加
え
て
見
守
り

訪
問
員
研
修
で
も
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
参
り
 

 
参
加
者
Ｋ
さ
ん
は
、
「
ず
っ

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
の
会
話
も
で
き
、

お
買
い
物
も
鎌
滝
さ
ん
が
付

き
添
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 
次
回
も
参
加
し
ま
す
の
で
、

是
非
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

 海上地区小域福祉ネットワークは、毎月第3火曜日を 

買い物ツアーの日と定め、2月20日より、高齢者への 

地域住民サービスを開始しました。 

 この取り組みを主催する同ネットワーク推進委員会 

の伊藤会長に、スタートに至る経緯をお伺いしました。  

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

会
で
は
、
参
加
希
望
者
が
い

な
い
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

 
と
こ
ろ
が
、
月
次
の
訪
問

員
が
お
年
寄
り
に
「
こ
う
言

う
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
よ
」
 

と
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
が
、
三
名

ほ
ど
出
て
き
た
の
で
す
。
 

 
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
送

迎
用
車
両
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の

提
供
を
地
域
の
社
会
福
祉
法

人
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ネ
ク
ス

テ
に
依
頼
。
（
光
風
台
は
ひ
ま

わ
り
、
市
西
は
あ
じ
さ
い
苑
）
 

 
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
と

の
連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
、
 

当
海
上
地
区
で
も
運
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
次
回
も
是
非
宜
し
く
！
 

楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
 

 
「
私
も
参
加
し
た
い
」
と
思

わ
れ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
、
お

申
し
出
下
さ
い
。
 

 
制
度
の
詳
細
は
、
町
会
長

地
区
民
生
委
員
、
ま
た
は
見

守
り
訪
問
員
に
ご
相
談
を
！
 

市
西
に
続
き
 

海
上
も
追
従
 

海上小域福祉ネットワーク 

 伊藤 洋一 会長 

 三和地区社協・たすけあい支援部の尾関麻生です。 

私たちの取組んでいる有償サービス『たすけあい三 

和』の近況をご報告申し上げ、地域にお住いの皆さ 

まのご理解と、更なるご協力を賜りたいと存じます。 

1） 利用会員→困っていて人手を借りたい人

2） 支援会員→困っている人に手を貸す人

（入会金1,000円/1回のみ）

「たすけあい三和」の会員構成

◇ひとり暮らしの高齢者（65歳以上）

◇高齢者のみの世帯◇障害者のみの世帯

◇高齢者と障害者のみの世帯

ご利用の対象となられる方々

活動の内容

◇屋外作業

家具の移動、室内

整理、電気器具点

検、照明器具等の

付替え、話相手等

庭木の刈込、庭の

草取り、草刈等

◇屋内作業

◇家事援助

掃除、洗濯、炊事

等

こ
ん
な
お
手
伝
い
を
 

 
し
て
い
ま
す
。

◇   お 庭 の 草 刈 実 作 業 の 結 果 で す  !   ◇

作業前 

作業後 

利
用
料
金

(

利
用
会
員
）

作
業
料
金

（

支
援
会
員
）

た
す
け
あ
い
三
和
活
動
料
金

◇ 利用会員の方が作業に支払う料金

* 始めの1時間まで800円/人

* 1時間を超えると30分毎に400円/人を加算

* その他、支援に要する実費が発生する場合の実費

◇ 支援会員の方が作業した時に受け取る手当

* 始めの1時間まで700円/人

* 1時間を超えると30分毎に400円/人を加算

 
こ
の
制
度
は
、
二
〇
一
五
年
（
Ｈ
二
七

年
）
に
、
地
域
の
支
え
あ
い
・
た
す
け
あ

い
を
目
的
に
発
足
し
た
制
度
で
す
。
 

 
本
年
で
九
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す

が
、
利
用
登
録
会
員
数
は
二
百
十
四
名
。

年
度
（
二
十
三
年
四
月
～
一
月
現
在
）
の

実
作
業
対
応
件
数
は
、
二
百
九
十
四
件

に
達
し
ま
す
。
（
対
前
年
一
・
六
倍
）
 

 
利
用
者
の
増
加
は
、
私
た
ち
の
励
み

に
な
る
一
方
、
そ
の
対
応
力
も
限
界
に

近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

 
具
体
的
に
は
、
依
頼
に
対
応
す
る
支

援
員
側
も
高
齢
化
が
進
み
、
マ
ン
パ
ワ
 

ー
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

 
従
っ
て
、
地
域
で
助
け
合
う
支
援
員

の
増
強
が
目
下
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
 

 
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
地

域
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
仰

ぐ
と
共
に
、
こ
の
『
た
す
け
あ
い
三
和
』
 

へ
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
頂
け
る
よ
う
、
メ
ン
バ
ー
育
成
に
力

点
を
置
い
た
取
組
み
を
企
画
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

有
償
制
度
の
あ
ら
ま
し
 

利用者急増・課題も顕在化 
『たすけあい三和』 

社会福祉法人 

グリーンライフネクステ 

2/20・当日の女性ドライバー鎌滝さん 

いざ、’しげのや’でのお買い物へ 

道路脇のご自宅へ ドアｔｏドアで！ 

山の神福祉会 


